
第
１
回
定
例
会
・
予
算
特
別
委
員
会

で
大
竹
辰
治
区
議
が
総
括
・
締
め
く
く

り
総
括
質
問
（
３
月
７
日
・
22
日
）
を

行
い
ま
し
た
。
以
下
質
問
の
内
容
で
す
。

補
正
予
算
（
８
次
）
で
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
合
計
で
35
億
円
余
の
減
額

補
正
を
行
な
い
ま
し
た
。

し
か
し
歳
入
で
は
、
特
別
区
税
で
22

億
円
、
特
別
区
交
付
金
で
94
億
円
な
ど
、

１
５
０
億
円
の
増
額
が
あ
り
な
が
ら
、

歳
出
で
は
、
施
設
整
備
資
金
・
防
災
対

策
基
金
に
そ
れ
ぞ
れ
20
億
円
積
立
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
基
金
だ
け
で
１
６

８
億
円
増
と
な
り
ま
し
た
。
お
金
が
余
っ

た
か
ら
積
み
立
て
た
の
で
あ
り
、
お
金

が
あ
る
な
ら
ば
、
区
民
の
福
祉
た
め
活

用
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
傷
ん
だ

区
民
生
活
へ
更
に
負
担
を
か
け
る
べ
き

で
は
な
く
、
世
代
間
負
担
の
公
平
を
図

る
た
め
特
別
区
債
を
活
用
す
る
こ
と
。

新
年
度
予
算
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

区
独
自
事
業
と
し
て
、
中
小
企
業
融
資

な
ど
僅
か
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

足
立
区
は
「
一
番
弱
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
必
要
な
財
源
を
投
入
し
て
い
き
た

い
」
と
、
世
帯
所
得
２
０
０
万
円
以
下

で
住
民
税
の
課
税
世
帯
に
独
自
で
１
０

万
円
給
付
し
ま
す
。
ま
た
、
品
川
区
で

は
区
民
一
人
当
た
り
３
万
円
を
給
付
し
、

区
民
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な

施
策
の
大
田
区
の
予
算
化
を
求
め
ま
す
。

新
年
度
予
算
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
よ
る
業
務
を
変
革
す
る
「D

X

（
デ
ジ
タ
ル
ホ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
」
に

６
０
億
円
余
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
え
る
人
と
使
え
な
い
人
と
の
間
に

生
じ
る
格
差
な
ど
課
題
が
あ
り
、
十
分

な
検
証
と
こ
れ
を
踏
ま
え
た
対
策
を
す

る
こ
と
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金
は
、
全
て
の
生
活
保
護

者
が
給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
国

に
意
見
を
上
げ
て
、
改
善
を
求
め
る
こ

と
。
ま
た
、
区
と
し
て
救
済
策
を
行
う

こ
と
。

（
裏
面
に
続
く
）
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総括質問する大竹区議

コ
ロ
ナ
対
策
・く
ら
し
・環
境
・教
育
の
充
実

大
竹
辰
治
区
議
が
総
括
質
問

余
っ
た
予
算
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
充
実
に

コ
ロ
ナ
支
援
策
の

区
独
自
の
具
体
化
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
の

格
差
解
消
に
対
策
を

法律相談
顧問弁護士による法律相談です。

お気軽にご利用ください(毎月第２水曜日)

５月11日
午後１時～３時

場所 大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）

事前にお電話ください℡（3735)２６１１

臨
時
特
別
給
付
金
の

改
善
と
拡
充
を



今
年
度
策
定
中
の
「
大
田
環
境
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

２
０
３
０
年
の
削
減
目
標
は
、
２
０
１

０
年
度
比
で
50
％
～
60
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
。
ま
た
、
す
ぐ
に
「
大
田
区
区

役
所
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
推
進
プ
ラ
ン
（
第

５
次
）
」
を
見
直
し
、
「
大
田
環
境
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
よ
り
も
高
い
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
に
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
来
年
度
予
算
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
具
体
的
な
対

策
と
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
対
す
る
助

成
を
復
活

す
る
こ
と
。

党
区
議
団
は
こ
の
間
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
、
公
教
育
へ
の

企
業
の
参
入
を
い
っ
そ
う
進
め
、
集
団

的
な
学
び
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
、
教
育

の
画
一
化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

大
田
区
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
、

公
教
育
の
後
退
や
、
子
ど
も
た
ち
が
孤

立
し
、
学
の
質
を
低
め
て
し
ま
う
こ
と

に
な
ら
な
い
様

に
す
す
め
る
こ

と
。

公
教
育
の
後
退
や

学
の
低
下
は
許
さ
な
い

新年度予算は「感染症の危険を克服し、ポス

トコロナに向けて（略）未来を切り拓いていく

予算」として、ワクチン接種、重度知的障がい

者グループホームの整備など、区民の声に応え

評価する施策もあります。しかし、以下の問題

点があります。

①新型コロナで痛めつけられた区民への対策が

不十分で、更にくらし・福祉の予算を切捨てい

ます。新型コロナ対策はワクチン関連や業者支

援は融資のみで区民への直接支援がなく、全事

務事業見直しで３１３項目約７億円のくらし・

福祉の予算を削減・廃止しました。

②ポストコロナの方向で大規模開発、公民連携

と大企業の儲け優先の「まちづくり」の予算と

なっています。新空港線計画（蒲蒲線）を「最

も重要な事業の１つである」とし、新空港線関

連予算１２億円を計上して積立基金は90億円余

となりました。

➂自治体の一層のデジタル化をすすめ、公民連

携と職員削減を強引にすすめています。以上３

点から党区議団は反対しました。これに対し、

党区議団は、不要不急の新空港線関連等を減額

し、新型コロナ対策として小中学校児童生徒へ

の抗原検査キットの配布や高齢者医療費窓口負

担半額助成、世帯向け家賃助成、小中学校給食

費の無償化などの予算（組み替え予算61億円増

額）の提案をしました。

各特別会計について、国民健康保険は約３割

の滞納者にも拘わらず年平均5438円引上げとな

りました。後期高齢者医療は今年10月から窓口

原則１割から２割負担になります。介護保険に

ついて、要支援１・２の介護外しが依然と続い

ています。区民への負担増やサービス切捨てと

なり反対しました。

新年度予算・各特別会計予算に対する日本共産党大田区議団の意見

コロナ対策と区民を支える予算に

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
の
引
き
上
げ
を

党区議団の宣伝・募金行動（３.12 蒲田西口）

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
直
ち
に
撤
退
を


